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表彰作品集

京都の
木の家
づくり

撮影　岡田大次郎
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ご あ い さ つ

京都で育った木で家を作る。

住む人にとっても、地域の森にとっても、私たちを取り巻く環境にとっても心地

よいことです。

京都府産木材利用推進協議会は、京都府が制定した京都府産木材認証制度に基づ

き、京都府産木材を供給する「取扱事業体」「認証機関登録事業体」及び京都府産木

材を使って建築に取り組む「緑の事業体」で組織する団体です。

協議会では、京都府産木材の推進に関する様々な事業に取り組んでいますが、令

和元年度から、京都府産として認証された木材を使って建築された建物の表彰事業

を行っています。

第 5 回目となる今回は、「ひろがる京の木整備事業（建物型）」など、京都府の交

付金の交付対象となった建物等を対象に、応募いただいた中から「木材利用」「建築

技術」「京の木の文化」の面から厳正な審査を経て、優秀な建築を表彰することとな

りました。

地域の森林で生産された木材を使って木造建築を進めることは、再生産可能な森

林資源の循環利用に役立つとともに、地域の林業・木材産業が発展することにより、

地域振興にもつながります。

さらに、近くの森林で育った木材を使うことは輸送に伴う二酸化炭素の排出量も

少なく、地球温暖化を防ぐ役割も果たしていると言えます。

これからも京都府産木材の利用について、皆様の御理解と御協力をお願いします。

主催　京都府産木材利用推進協議会
共催　京都府
後援　一般社団法人京都府建築士会／京都府建築工業協同組合／京都府森林組合連合会／ 
　　　一般社団法人京都府木材組合連合会
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ごあいさつ 1

総評　審査委員長　髙田光雄 3

最優秀賞・知事賞

ウラヤナギの家（京都市右京区） 設計　トヨダヤスシ建築設計事務所
施工　株式会社竹内工務店 4

優秀賞

辻󠄁石材店（舞鶴市） 設計・施工　株式会社大滝工務店 6

株式会社吉秀トラフィック様
CLT 倉庫（八幡市） 設計・施工　タクミ建設株式会社 8

奨励賞

シモカワラの民家再生（京都市左京区） 設計　トヨダヤスシ建築設計事務所
施工　株式会社竹内工務店 10

mahia・SUNYOU（京都市東山区） 設計　三裕建設有限会社
施工　タクミ建設株式会社 11

音楽と CAFE（京都市下京区） 設計・施工　タクミ建設株式会社 12

宝箱の家（舞鶴市） 設計・施工　株式会社坂根工務店 13

K 邸（舞鶴市） 設計・施工　株式会社大滝工務店 14

木の香りと笑顔が広がる
家族が楽しい平屋のお家（綾部市）

設計　國田一級建築設計事務所
施工　有限会社塩見工務店 15

資料　第 5 回京都の木の家づくり作品募集チラシ 16

京都の木の家づくり表彰事業・総評

令和元年度から、京都府産木材を使用した京都にふさわしい家づくりの優良事例を表彰し、広く紹

介することにより、環境にやさしい京都府産木材の利用促進を図ることを目的として、「京都の木の家

づくり表彰事業」が実施されてきた。この事業は、「ひろがる京の木整備事業」等の京都府の助成を受

けて府内で建築された建物（リフォームを含む）を対象としたものであり、府内各地から応募をいた

だいた。

木材関係、建築関係などの専門家 7 名による審査委員会において、木材利用、建築技術、京の木の

文化（地域環境と生活文化）の 3 つの側面からなる審査基準に従って議論を進めた。木材関係の委員

からは、府内産木材の使用量、使い方（適材適所）などについて、建築関係の委員からは、技術的合理性、

建築デザインのオリジナリティ、地域の生活文化への適合性とカーボンニュートラルへの配慮の両立

などについて、多様な意見が出された。これらを踏まえて慎重に審議を重ねた結果、本年度は、最優

秀賞（京都府知事賞）として 1 点、優秀賞として 2 点、奨励賞として 6 点の作品が選定された。

最優秀賞に選定された作品は、京都市右京区の新築住宅で、京都府産のスギ、ヒノキが多用される

とともに、環境配慮設計への積極的な取り組みが評価された。近い将来、京都府産木材を断熱材とし

て使用することを想定した仕様の提案も行われている。優秀賞に選定された一点目は、舞鶴市に建つ

併用住宅で、木を表した外観デザインや木を活かした室内意匠などが評価された。二点目は、八幡市

に建つ倉庫で、木造フレームに CLT 壁を組み合わせる一方で、在来壁や小屋組には京都府産木材が使

用されている。奨励賞に選定された 6 点は、京都府産木材を活用して設計、施工された木造住宅や併

用住宅、共同住宅などであり、木材の使い方や設計上の工夫などがそれぞれ評価された。

今後、建築設計者と施工者がより強い連携をとり、京都府産木材を一層上手く使いこなし、極限的

に深刻化している地球環境の保全に配慮しながら、京の木の文化を的確に継承発展させる優れた建築

が府内全域に浸透していくことを期待したい。

審査委員長　髙田光雄

審査委員
委員長

委 員

髙田光雄（京都美術工芸大学副学長・大学院研究科長・教授／京都大学名誉教授／ 
一般社団法人京都府建築士会顧問）

木村忠紀（京都府建築工業協同組合相談役）
西田教子（一般社団法人京都府建築士会副会長）
鹿野俊成（京都府農林水産部林業振興課参事）
森井一彦（京都府森林組合連合会代表理事専務）
森　敦司（一般社団法人京都府木材組合連合会専務理事）
愛甲政利（京都府産木材利用推進協議会会長）

目 次

各賞の掲載順は作品所在地の総務省市区町村コード順で、 順位とは関係ありません。（敬称略）
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この住まいは、京都府産の構造材を使い大
工の手で墨付けから加工まで行った、中庭型
の省エネ住宅です。柱と梁は杉を、土台には
桧を使い、伐採から製材、加工、納品までの
流通を把握し、CO₂排出量削減に配慮しました。
手刻みとしたことで、地域産材の特徴を考
慮した加工を意識でき、現場監督や若手大工
の育成に貢献できたと考えています。
省エネ性は、UA 値 0.27 W/m²K、C 値 0.3  

cm²/m² であり、高気密高断熱とした上、太
陽光発電 6 kW を載せました。夏の深夜は、
エアコン 1 台で全館冷房ができており、光熱

費は 3000 円 / 月とのこと。住まい手の希望
通りの性能値と快適な温湿度を実現できまし
た。天井の付加断熱材は、ウッドファイバー
を使用し、近い将来、京都府産の木を断熱材
に使うことも想定できる仕様としました。
中庭型の住まいで庭を楽しみつつ、国産材
や瓦、和紙などを使い、木の断熱材で外皮性
能を向上させ、太陽光でエネルギーをつくる、
新しい京町家を提案できたと考えています。京都府産木材使用量

37.7500㎥

ウ ラ ヤ ナ ギ の 家

京都市右京区
Ukyo Ward, Kyoto City

最
優
秀
賞
・
知
事
賞

トヨダヤスシ建築設計事務所 
京都府京都市下京区西七条御領町 84

株式会社竹内工務店
京都府京都市右京区嵯峨釈迦堂門前瀬戸川町 4-7

設 計

施 工

撮影　岡田大次郎
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建築地は主要道路角地の車や人の流れが多
い市街地で、店舗・住宅用パーキングを北側
に建物を南側に配置するレイアウトです。
外観は木材を表しで多用し、一目で木造建
築だとわかるデザインです。
1階は住宅部の玄関ホールと店舗ショールー
ム兼事務所に通り庭（半屋外通路）を計画し、
通り庭で住宅部のプライバシーを保ちつつ
パーキングから店舗への動線を確保しました。
道路側には住宅玄関ポーチと屋外展示ス
ペースを軒の深い下屋庇でつなぎ、街角から
の見え方に統一感のあるデザインとしました。

店舗ショールームは杉登り梁と大工製作に
よる大型開口で、のびやかな空間と木材によ
る親しみを演出しています。
2 階住宅部は南側に家族のくつろぎスペー

スのリビングダイニングを、北側は個室、南
西部に水回りを計画し、リビングには造り付
家具ソファーでくつろぎやすさを作り、大き
な空間を支える杉登り梁を表しで、天井も杉
を貼っています。
西側バルコニーはプライバシー確保のため
の木製格子とし、外観デザインのポイントに
しています。

辻 石 材 店

優
秀
賞

京都府産木材使用量
40.6426㎥

舞鶴市
Maizuru City

株式会社大滝工務店 
京都府舞鶴市字南田辺 126-5

設 計 ・ 施 工
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今回、CLT 材や巨大梁の利用検討も、京都
府産材で行いましたが、予算の都合上、非構
造壁＝在来壁と小屋組を京都府産材の採用と
させて頂きました。
建築技術としては、京都府産材以外での
部分にはなりますが、可能な限り国産材を
活用した巨大梁からなるラーメンフレームに、
CLT 壁を組み合わせた高天井と大開口を実現
しました。
今までは、倉庫といえば鉄骨があたり前で

あった倉庫業界に、木造建築でチャレンジし
た物件です。SDGs の信念を、会社経営の中

でもしっかりと持っていらっしゃるオーナー様
のご希望に、とても寄り添った建築の実現に、
竣工後も喜んで頂いております。

株式会社吉秀トラフィック様

C L T 倉 庫

優
秀
賞

京都府産木材使用量
85.2738㎥

八幡市
Yawata City

タクミ建設株式会社 
京都府京都市山科区勧修寺東栗栖野町 18 番地 4

設 計 ・ 施 工

撮影　神崎まこと
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今回使用する構造材においては、可
能な限り京都府産材を採用しています。
建築技術としては、基準値道路側 GL

との高低差が最大 1,400 mm ある建築
条件のもと、3 棟にわけて建築すること
により、それぞれ高低差のある状態で
棟をあげ、最終的に通路部分をスロー
プにしあげてから、1 棟にする高度な
計算技術も採用されております。
他、計算上軟弱になる部分においては、
柱の抱き合わせ技術なども採用してお
ります。

観光地域として訪問者の多い、東山
での共同住宅ですが、とても京都の木
の文化に沿った建物に仕上がっており
ます。
京都の木を沢山使うことにより、京都
の低炭素化への貢献以上に、オーナー
様が地域に貢献したい気持ちにも、非
常に寄り添った建築になっています。 

京都府産木材使用量
104.0070 m3

mahia・SUNYOU
〔京都市東山区〕

この住まいは、木と土で治すことを
テーマに、中間領域となる既存空間を
残しつつ、区画断熱改修を実践したプ
ロジェクトです。
住まい手は、玄関と中廊下、和室に
思い入れがあり、そこは触わらず LDK
と水廻り、寝室の改修を望まれていま
した。
ただ、中廊下は、区画断熱範囲に含
めないと性能が確保できないため、見
え掛かりの柱はそのままとし、フローリ
ング材だけを一旦取り外し、基礎補強
と断熱付加が終わったあと同材で復旧
しました。玄関と和室は、断熱区画外
とし、はんなりとつながる中間領域を
つくりました。

京都府産材は、構造補強材（柱や土
台）、造作材、土壁の木小舞下地、外
構材に使用しています。土壁は、新た
に木小舞下地をつくり、荒土と中塗土
を塗り、仕上を京土の切り返しとしまし
た。
京都に建つ既存建物は、中間領域を
つくり既存を一部残すことで記憶をつな
ぎ、又、木の家は木で治すことがこれ
からの民家再生に望まれていることだと
確信したプロジェクトでした。

トヨダヤスシ建築設計事務所
京都府京都市下京区西七条御領町 84

株式会社竹内工務店
京都府京都市右京区嵯峨釈迦堂門前瀬戸川
町 4-7

設 計

施 工

三裕建設有限会社
京都府京都市山科区四ノ宮堂ノ後町 4-3

タクミ建設株式会社
京都府京都市山科区勧修寺東栗栖野町 18
番地 4

設 計

施 工

京都府産木材使用量
5.8412 m3

シ モ カ ワ ラ の  
民 家 再 生
〔京都市左京区〕

奨
励
賞

奨
励
賞

撮影　トヨダヤスシ建築設計事務所 撮影　神崎まこと
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今回使用する構造材においては、可
能な限り京都府産材を採用しました。
建築技術としては、採光もとりにくい
立地条件で、尚且つ長期優良住宅、屋
根裏部屋を構築、ドラムを使用する為
の難易度の高い防音室造作をしかも 3
階に設置、という条件での、在来木造
3 階建て建築でありながら、高さ 10 m
を超えない構造調整が難しかったと思
います。
清水五条駅から徒歩 8 分圏内、とい

う観光地域としてもかなり訪問者の多
い地域での新築住宅ですが、外壁の左
官壁や京都の木の採用利用により、と
ても京都の木の文化に沿った建物に仕
上がっております。

オーナー様からも、当初より希望し
ていた、「カフェで仕事している気分を、
毎日のデスクワークで常に味わいたい」
という夢の建築になったと非常に喜ん
で頂いております。

京都府産木材使用量
18.0813 m3

音 楽 と C A F E
〔京都市下京区〕

奨
励
賞

道路拡幅に伴う建替新築工事です。
生まれ育った家での出来事や、仕事を
通して出会った人や物、ずっと使ってい
きたい家具など、旧家での思い出は宝
物となりました。「その宝物とずっと一
緒に過ごしたい」という、お施主様の
想いを大切に計画しました。
玄関・和室・外観に「日本家屋らし
い格調ある建物」とのご希望に沿い、
上品な平屋の数寄屋建築にしました。
外観は敷地の形状に合わせ南北に細
長い形になりました。単調にならない
よう屋根の仕上げや高さに細かい変化
を持たせバランスの良いものにしまし
た。玄関廻りの高さは低く抑え、軒裏
は垂木と小舞と野地板を化粧として格
調の高い玄関に仕上げました。外構も
建物に似つかわしくなるよう工夫し、外

構・門・建物が一つとなりました。
室内は、玄関を入ると低い位置に配
置した地窓から坪庭が見えます。和室
の床の間まわり・欄間など、思い出の
ものを再利用するため丁寧に取り外し
修理をして取付けました。それぞれの
部材を新しい木材ときれいに納めるた
め、部屋の大きさや柱間隔・天井高さ
など一つ一つ見直しながらの造作でし
たが、お施主様の宝物の詰まったご希
望通りの和室になりました。
今回に限らず木材は自社の専属大工
が木と触れ合い木の特性を理解して加
工しています。そして大工の技能を絶
やすことのないよう若手の大工を育成
し継承していくことで京都の木の家づく
りを続けていけると考えます。

京都府産木材使用量
13.6924 m3

宝 箱 の 家
〔舞鶴市〕

奨
励
賞

タクミ建設株式会社
京都府京都市山科区勧修寺東栗栖野町 18
番地 4

設 計 ・ 施 工

株式会社坂根工務店
京都府舞鶴市字森 184-3

設 計 ・ 施 工

撮影　神崎まこと
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舞鶴市内の市街地に建つ K 邸は前面
道路が近隣にある高校の通学路になっ
ており車の交通量は少ないが人通りは
ある住宅地に建っています。
建物は北東側に配置し南西側からの
通風採光を確保し、駐車場を設けつつ
プライバシーも保っています。
室内計画は 1 階に家族のパブリック

スペースを、2 階に家族のプライベー
トスペースを配置しました。
1 階の大部分のスペースを占める土
間スペース＋ホール＋リビングは 4 枚
の大型木製引き戸を開けるとワンルー
ムになり家族の気配を感じながらも自
分一人の時間を過ごせる環境を作って
います。

この部分は天井の仕上げをあえてせ
ずに構造体の京都府内産材の梁・柱を
表し、床にも杉材、建具・家具にも合
板を使い室内は木質感でインテリアを
構成しています。
2 階は個室と浴室回りをまとめて機能
重視の計画とし、浴室脱衣→洗濯室→
室内干し室→ファミリークロゼットと一
筆書きの様に回ることが出来て機能面
と生活内の作業的な活動を楽しく行え
る様に計画をしています。
施主は土間スペースで家族の共通の
趣味である音楽を奏でて楽しく過ごし
ておられます。

京都府産木材使用量
8.6047 m3

K 邸
〔舞鶴市〕

奨
励
賞

株式会社大滝工務店
京都府舞鶴市字南田辺 126-5

設 計 ・ 施 工

京都府内産のスギ・ヒノキを主要構
造材に使用しています。同様に、内装
材としても床や天井の仕上げには、一
部京都府内産のスギの加工板を採用し
ました。
平屋の利点を生かし、リビングの屋
根裏スペースを勾配天井にして杉板を
施し、木のぬくもりが広がる心地よい空
間を演出しました。
リビングに面して家族が集まり、一緒
に過ごすフリースペースを設け、家族
の気配を感じながら、それぞれが自分
の時間を楽しむことができます。

毎日の家事の負担を軽減するために、
家事のしやすさにも配慮しました。家
事動線を短縮することで、お子様と触
れ合う時間を確保し、家族全体が仲良
く暮らせる環境を整えました。これは、
これからの時代において重要な要素だ
と考えています。
大切な家族との時間をより豊かなも
のに心地よく過ごせる住まいを提供す
るために、地元で育った京都の木を活
かし、機能的かつ温かみのあるデザイ
ンに仕上げました。

京都府産木材使用量
16.0300 m3

木の香りと笑顔が広がる

家族が楽しい平屋のお家
〔綾部市〕

奨
励
賞

國田一級建築設計事務所
京都府舞鶴市上安久 381-26

有限会社塩見工務店
京都府舞鶴市南田辺 90-2

設 計

施 工
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【注意】令和 5年度の受付は終了しています
詳しくは京都府各振興局へお問い合わせをお願いします

この冊子は京都府補助事業 「令和 5 年度ひろがる京の木整備事業」（京都府豊かな森を育てる府民税活用事業）により
京都府産木材利用の普及啓発を図る目的で作成しました。



撮影　神崎まこと

［ 編集発行 ］

京都府産木材利用推進協議会
（事務局：（一社）京都府木材組合連合会）

令和 6 年 2 月発行
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